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合併後の鬼無里地区（旧鬼無里村）が抱える課題 
①若者の地区外流出と皆無に近いＩ／Ｕターン者 
②高齢化・過疎化・耕作放棄地増加・里山荒廃 
③化石燃料依存社会 
④合併による「行政の周辺化」で低下した住民自治意識

と地域ガバナンス力 



課題に対処するための研究開発事業とその成果 

①「ＬＬＰ・鬼無里薪ステーション」の立ち上げとそ
の波及効果 

②人と人をつないだ「鬼無里・食の文化祭」 
③奥裾花自然園電力の小水力化問題 
④鬼無里モデルの構築と住民自治協議会の自己
改革 

  【仮説】鬼無里地区が直面する課題解決の「鍵」は、 
      地元に眠る自然エネルギーの活用にある。 
 



「ＬＬＰ・鬼無里薪ステーション」の立ち上げと波及効果 

『ＬＬＰ・鬼無里薪ステーション』 

• 仕事起こし 

• 脱化石燃料 

• 地元の自然エネルギーみえる化効果 
  （脱化石燃料化への推進役。新しいアイデアの源泉になる） 

☆地区外への波及効果 
         →「iitoki トランジション長野地域協議会」 



人と人をつないだ『鬼無里・食の文化祭』 

・気候と保存食、風土と郷土食の伝承 
 
・歴史、文化と食 

地域コモンズ（共同体）形成の接着剤 

『鬼無里・食の文化祭』（ＰＪ）から  
         『鬼無里めぐり』（住自協）へ 

・食がとりもつ人間関係 



奥裾花自然園の小水力発電問題 
平成の大合併による「行政の周辺化」の典型 

頓挫した奥裾花自然園の小水力発電計画 

市からの新たな提案 

住民自治協議会と行政 縮まらぬ距離 
官民ともに歩む姿勢を 

長
野
市 

住
民
自
治
協
議
会 

長野市と住民自治協議会 
・地区活動支援担当（各支所長、市民活動支援課） 

・地域いきいき運営交付金 
・事務局長雇用費用（120万円以内）など 
 
・市の事務の一部を移す 
 
・地域課題の要望 

財政支援 



「行政の周辺化」対策と『鬼無里モデル』 
    ＜地域ガバナンス力を保障するモデル＞ 
地域の自然エネルギー資源の活用による地域おこし 

自治意識と自治を保障する資金（ＦＩＴの利用） 

ＣＯ2削減に寄与   

新しい価値観 

おわり 
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